
「新たな学校づくり基本計画」  
 ができました！
本町田、南成瀬、鶴川東、鶴川西、南一小、
各地区で計画を
進めています

子どもたちや保護者、地域の方の大切にしたい想いを引き継ぎ、
新たな学校名（案）を選定しました。

1 新たな学校名（案）の選定

たくさんのご意見
ありがとうございました！

教育委員会では、対象地区の児童、保護者、地
域の方からの意見と基本計画検討会での学校名
（案）選定の結果をもとに、4地区の新たな学校の学
校名（案）を次のとおり選定しました。
新たな学校名は、本町田、南成瀬地区は2025

年度から、鶴川東、鶴川西地区は2026年度から使

用する予定です。なお、南第一小学校は学校名を変
更しません。

みんなで考えた
学校名が
いよいよ

決まるんだね！
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新たな学校ができるまで

※2023年度以降、新たな学校名は、市議会での議決を経て決定します。

子どもも、地域の方も、
先生にも魅力ある
学校がいいな。

校章は
どんなデザイン
がいいかな。

新たな学校
の歴史が
始まる
んじゃな。

新たな学校へは
どの道を通るのが
いいかな。

新たな学校づくりを進めるために
地区ごとにつくる計画

5地区では、保護者、地域の方、学校協
力者、教職員の代表で構成する「新た
な学校づくり基本計画検討会」を設置
し、約 1年に渡って様々な検討をしてき
ました。
この検討会での検討結果を踏まえて、教
育委員会では、2023年 3月に、地区ご
との「新たな学校づくり基本計画」を策
定しました。この計画には、施設整備、通
学関連、児童への配慮、歴史の継承など、
学校統合や新校舎の使用開始に向け
た取組を示しています。今後は、この計
画に基づき、新たな学校づくりを進めて
いきます。
なお、施設整備については、地区ごとの
「新たな学校づくり建設基本計画」を
策定しています。

新たな学校づくり基本計画とは？

意見募集等で多く寄せられた地名を大切にしたいという想いを尊重するた
め、「本町田」という言葉を使用したいと考えました。また、新たな学校の建
設予定地である現在の本町田東小学校の近隣に「ひなた村」があり、保護
者や地域の方から「ひなたの小学校」として親しまれていることや、「ひな
た」という言葉には前向きで明るいイメージがあるといった意見が多く寄せ
られたため、「ひなた」という言葉も使用したいと考えました。

意見募集等で多く寄せられた地名を大切にしたいという想いを尊重する
ため、「鶴川」という言葉を使用したいと考えました。また、鶴川第三小学
校の通学区域を分割して学校統合することを踏まえ、両地区の関連性を
重視するとともに、歴史的に「鶴川」とされてきた地域における学校の位
置をわかりやすく示す学校名にしたいと考えました。

本町田地区

町田第三小学校

南第二小学校

南成瀬小学校

鶴川第三小学校

鶴川第三小学校

鶴川第四小学校

鶴川第二小学校

本町田東小学校

本町田小学校

2025年
4月

本町田ひなた
小学校

意見募集等で多く寄せられた地名を大切にしたいという想いを尊重する
ことや、古くは成瀬地域の学校として「成瀬学校」があったことなど、「我
が町の学校」として愛着を持てる「成瀬」という言葉を使用したいと考え
ました。

南成瀬地区
2025年

4月成瀬小学校

鶴川東地区
2026年

4月鶴川東小学校

鶴川西地区
2026年

4月鶴川中央小学校

現在の学校名 新たな学校名 変更時期選定理由
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7月3日
学校統合
第4号

2面
3面

4 面

実現したい 6 つの教育環境
新たな学校づくりに
関する取組
新たな小学校の特長
今後の予定
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な
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